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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成24年9月27日(2012.9.27)

【公表番号】特表2010-534836(P2010-534836A)
【公表日】平成22年11月11日(2010.11.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-045
【出願番号】特願2010-518318(P2010-518318)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｍ
   Ｃ１２Ｑ   1/68    ＺＮＡＡ
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月21日(2011.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サンプル中の生物学的標的の存在および／または量を判定する方法であって：
　（ａ）（１）（ｉ）前記生物学的標的に対して結合親和性を有する第一の結合性部分と
、（ｉｉ）第一のオリゴヌクレオチド配列と、（ｉｉｉ）前記第一のオリゴヌクレオチド
配列と結合した第一の生成物前駆体とを含んでなる第一のプローブと、（２）（ｉ）前記
生物学的標的に対して結合親和力を有する第二の結合性部分と、（ｉｉ）前記第一のオリ
ゴヌクレオチド配列にハイブリダイズできる第二のオリゴヌクレオチド配列と、（ｉｉｉ
）前記第二のオリゴヌクレオチド配列と結合した第二の生成物前駆体とを含んでなる第二
のプローブと、前記サンプルとを合わせることであって、前記生物学的標的が前記サンプ
ル中に存在する場合、前記第一および第二の結合性部分の双方を前記生物学的標的に結合
させ、その際、前記第一および第二のオリゴヌクレオチド配列が互いにハイブリダイズし
て、前記第一および第二の生成物前駆体を互いに反応性に近接させ、完全エピトープ、酵
素基質、酵素活性化物質、およびリガンドよりなる群から選択される反応生成物を生成さ
せる条件下で、前記サンプルを前記第一および第二のプローブと合わせること；
　（ｂ）ステップ（ａ）の反応生成物が存在する場合、複数の検出可能な部分を生成させ
る条件下で増幅成分と検出成分とを含んでなる検出システムに前記反応生成物を曝露させ
ること；および
　（ｃ）ステップ（ｂ）において生成した検出可能な部分の存在および／または量を判定
し、それによってサンプル中の生物学的標的の存在および／または量を判定すること、
を含んでなる方法。
【請求項２】
　ステップ（ａ）において、前記第一の結合性部分が、前記第一のオリゴヌクレオチド配
列に共有結合している請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ステップ（ａ）において、前記第二の結合性部分が、前記第二のオリゴヌクレオチド配
列に共有結合している請求項２に記載の方法。
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【請求項４】
　ステップ（ａ）において、前記第一の結合性部分が、前記第一のオリゴヌクレオチド配
列に非共有結合している請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　アンチジップコード配列にハイブリダイズしたジップコード配列を介して、前記第一の
結合性部分が、前記第一のオリゴヌクレオチド配列に非共有結合している請求項４に記載
の方法。
【請求項６】
　ステップ（ａ）において、前記第二の結合性部分が、前記第二のオリゴヌクレオチド配
列に非共有結合している請求項４または５に記載の方法。
【請求項７】
　アンチジップコード配列にハイブリダイズしたジップコード配列を介して、前記第二の
結合性部分が、前記第二のオリゴヌクレオチド配列に非共有結合している請求項６に記載
の方法。
【請求項８】
　サンプル中の生物学的標的の存在および／または量を判定する方法であって：
　（ａ）（ｉ）前記生物学的標的に対して結合親和性を有する第一の結合性部分と、（ｉ
ｉ）第一のオリゴヌクレオチドのジップコード配列と、を含んでなる第一の標的結合性成
分を提供すること；
　（ｂ）（ｉ）前記生物学的標的に対して結合親和性を有する第二の結合性部分と、（ｉ
ｉ）第二のオリゴヌクレオチドのジップコード配列と、を含んでなる第二の標的結合性成
分を提供すること；
　（ｃ）（ｉ）前記第一のオリゴヌクレオチドのジップコード配列にハイブリダイズでき
る第一のオリゴヌクレオチドのアンチジップコード配列と、（ｉｉ）第一のレポーターオ
リゴヌクレオチドと、（ｉｉｉ）前記第一のレポーターオリゴヌクレオチドと結合した第
一の生成物前駆体と、を含んでなる第一のレポーター成分を提供すること；
　（ｄ）（ｉ）前記第二のオリゴヌクレオチドのジップコード配列にハイブリダイズでき
る第二のオリゴヌクレオチドのアンチジップコード配列と、（ｉｉ）前記第一のレポータ
ーオリゴヌクレオチド配列にハイブリダイズできる第二のレポーターオリゴヌクレオチド
と、（ｉｉｉ）前記第二のレポーターオリゴヌクレオチド配列と結合しており、前記第一
の生成物前駆体と反応性に近接させると、前記第一の生成物前駆体と反応できる第二の生
成物前駆体と、を含んでなる第二のレポーター成分を提供すること；
　（ｅ）前記生物学的標的がサンプル中に存在する場合、前記第一および第二の結合性部
分が前記生物学的標的に結合し、その際（ｉ）前記第一のジップコード配列が、前記第一
のオリゴヌクレオチドのアンチジップコード配列にハイブリダイズし、（ｉｉ）前記第二
のオリゴヌクレオチドのジップコード配列が、前記第二のオリゴヌクレオチドのアンチジ
ップコード配列にハイブリダイズし、（ｉｉｉ）前記第二のレポーターオリゴヌクレオチ
ドを、前記第一のレポーターオリゴヌクレオチドにハイブリダイズして、前記第一および
第二の生成物前駆体を反応性に近接させて反応生成物を生成させるような条件下で、前記
第一の標的結合性成分と、前記第二の標的結合性成分と、前記第一のレポーター成分と、
前記第二のレポーター成分とを前記サンプルと合わせること；
　（ｆ）ステップ（ｅ）の反応生成物が存在する場合、複数の検出可能な部分を生成させ
る条件下で増幅成分と検出成分とを含んでなる検出システムに前記反応生成物を曝露させ
ること；および
　（ｇ）検出可能な部分の存在および／または量を判定し、それによって前記サンプル中
の生物学的標的の存在および／または量を判定すること；
を含んでなる方法。
【請求項９】
　ステップ（ｅ）において、前記第一の標的結合性成分と、前記第二の標的結合性成分と
、前記第一のレポーター成分と、前記第二のレポーター成分とを、全て同時に前記サンプ
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ルと合わせる請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ステップ（ｅ）において、前記第一のレポーター成分および前記第二のレポーター成分
の前に、前記第一の標的結合性成分と前記第二の標的結合性成分とを前記サンプルに加え
る請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記反応生成物が、ペプチドまたはタンパク質である請求項１から１０のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記反応生成物が、図１５に掲げられたペプチド類から選択されるペプチジル配列を含
んでなる請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記反応生成物が小型分子である請求項１から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記反応生成物が、色素、抗生物質、酵素補因子、酵素阻害剤、殺虫剤、薬物、毒素、
蛍光体、発色団、ホルモン、炭水化物または脂質である請求項１から１０のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第一の生成物前駆体および前記第二の生成物前駆体が、追加の試薬の存在下で互い
に反応する請求項１から１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　サンプル中の生物学的標的の存在および／または量を判定する方法であって：
　（ａ）（１）（ｉ）前記生物学的標的に対して結合親和性を有する第一の結合性部分と
、（ｉｉ）第一のオリゴヌクレオチド配列と、（ｉｉｉ）前記第一のオリゴヌクレオチド
配列と結合した第一のマスク化生成物前駆体とを含んでなる第一のプローブと、（２）（
ｉ）前記生物学的標的に対して結合親和力を有する第二の結合性部分と、（ｉｉ）前記第
一のオリゴヌクレオチド配列にハイブリダイズできる第二のオリゴヌクレオチド配列と、
（ｉｉｉ）前記第二のオリゴヌクレオチド配列と結合した非マスク性基とを含んでなる第
二のプローブと前記サンプルとを合わせることであって、前記生物学的標的が前記サンプ
ル中に存在する場合、前記第一および第二の結合性部分を前記生物学的標的に結合させ、
前記第一および第二のオリゴヌクレオチド配列が互いにハイブリダイズして、前記非マス
ク性基と前記マスク化生成物前駆体とを反応性に近接させて、非マスク化反応生成物を生
成させる条件下で、前記サンプルを前記第一および第二のプローブと合わせること；
　（ｂ）ステップ（ａ）の反応生成物が存在する場合、複数の検出可能な部分を生成させ
る条件下で増幅成分と検出成分とを含んでなる検出システムに前記反応生成物を曝露させ
ること；および
　（ｃ）検出可能な部分の存在および／または量を判定し、それによってサンプル中の生
物学的標的の存在および／または量を判定すること、
を含んでなる方法。
【請求項１７】
　前記マスク化生成物前駆体が、マスク化エピトープ、マスク化酵素基質、マスク化酵素
活性化物質、またはマスク化リガンドである請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記非マスク化反応生成物が、ペプチドまたはタンパク質である請求項１６または１７
に記載の方法。
【請求項１９】
　前記生物学的標的が、タンパク質、ペプチド、免疫グロブリン、成長因子、または酵素
である請求項１から１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記生物学的標的が、ホモ二量体タンパク質である請求項１から１８のいずれか一項に
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記載の方法。
【請求項２１】
　前記生物学的標的が、ヘテロ二量体タンパク質である請求項１から１８のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項２２】
　前記生物学的標的が、Ｂｃｒ－Ａｂ１のヘテロ二量体、ＥｒｂＢファミリーのホモ二量
体、ＥｒｂＢファミリーのヘテロ二量体、およびＰＤＧＦよりなる群から選択される請求
項１から１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記生物学的標的が核酸である請求項１から１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記第一の結合性部分、前記第二の結合性部分、または前記第一の結合性部分および前
記第二の結合性部分の各々が、抗体である請求項１から２３のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項２５】
　前記第一および第二の結合性部分の各々が、前記生物学的標的により規定された別個の
結合部位に結合する請求項１から２４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記増幅成分が、前記検出可能な部分の生成を触媒する酵素を含んでなる請求項１から
２５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２７】
　前記増幅成分が、反応生成物１分子当り少なくとも１０分子の前記検出可能な部分を生
成させることができる請求項１から２６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２８】
　前記酵素が、アルカリホスファターゼ、ペルオキシダーゼ、リボヌクレアーゼ、または
乳酸デヒドロゲナーゼである請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　前記サンプルが、組織サンプルまたは体液サンプルである請求項１から２８のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項３０】
　（ａ）（ｉ）生物学的標的に対して結合親和性を有する第一の結合性部分と、（ｉｉ）
前記第一の結合性部分と結合した第一のレポーターオリゴヌクレオチド配列と、（ｉｉｉ
）前記第一のレポーターオリゴヌクレオチド配列と結合した第一の生成物前駆体と、を含
んでなる第一のプローブと、
　（ｂ）（ｉ）前記生物学的標的に対して結合親和性を有する第二の結合性部分と、（ｉ
ｉ）前記第二の結合性部分と結合した第二のレポーターオリゴヌクレオチド配列と、（ｉ
ｉｉ）前記第二のレポーターオリゴヌクレオチド配列と結合した第二の生成物前駆体と、
を含んでなり、
　前記生物学的標的に対する前記第一および第二の結合性部分の結合の際に、前記第一お
よび第二のレポーターオリゴヌクレオチド配列が、互いにハイブリダイズでき、前記第一
および第二の生成物前駆体が互いに反応して、完全エピトープ、酵素基質、酵素活性化物
質、およびリガンドよりなる群から選択される反応生成物を生成させることができる第二
のプローブと；
　（ｃ）複数の検出可能な部分を生成させることができる増幅成分と検出成分とを含んで
なる検出システムと；
　（ｄ）生物学的標的の検出用キットを使用するための取扱説明書と、
を含んでなるキット。
【請求項３１】
　第一のプローブが、第一のオリゴヌクレオチドのアンチジップコード配列にハイブリダ
イズした第一のオリゴヌクレオチドのジップコード配列をさらに含んでなり、第二のプロ
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ーブが、第二のオリゴヌクレオチドのアンチジップコード配列にハイブリダイズした第二
のオリゴヌクレオチドのジップコード配列をさらに含んでなる請求項３０に記載のキット
。
【請求項３２】
　（ａ）（ｉ）前記生物学的標的に対して結合親和性を有する第一の結合性部分と、（ｉ
ｉ）前記第一の結合性部分と結合した第一のオリゴヌクレオチドのジップコード配列と、
を含んでなる第一の標的結合性成分と、
　（ｂ）（ｉ）前記生物学的標的に対して結合親和性を有する第二の結合性部分と、（ｉ
ｉ）前記第二の結合性部分と結合した第二のオリゴヌクレオチドのジップコード配列と、
を含んでなる第二の標的結合性成分と、
　（ｃ）（ｉ）前記第一のオリゴヌクレオチドのジップコード配列にハイブリダイズでき
る第一のオリゴヌクレオチドのアンチジップコード配列と、（ｉｉ）前記第一のオリゴヌ
クレオチドのジップコード配列と結合した第一のレポーターオリゴヌクレオチド配列と、
（ｉｉｉ）前記第一のレポーターオリゴヌクレオチド配列と結合した第一の生成物前駆体
と、を含んでなる第一のレポーター成分と、
　（ｄ）（ｉ）前記第二のオリゴヌクレオチドのジップコード配列にハイブリダイズでき
る第二のオリゴヌクレオチドのアンチジップコード配列と、（ｉｉ）前記第二のオリゴヌ
クレオチドのジップコード配列と結合しており、前記第一のレポーターオリゴヌクレオチ
ド配列にハイブリダイズできる第二のレポーターオリゴヌクレオチドと、（ｉｉｉ）前記
第二のレポーターオリゴヌクレオチド配列と結合した第二の生成物前駆体と、を含んでな
り、
　前記生物学的標的に対する前記第一および第二の結合性部分の結合、前記第一のジップ
コードのオリゴヌクレオチド配列とアンチジップコードのオリゴヌクレオチド配列とのハ
イブリダイゼーション、および前記第二のジップコードのオリゴヌクレオチド配列とアン
チジップコードのオリゴヌクレオチド配列とのハイブリダイゼーションの際に、前記第一
および第二のレポーターオリゴヌクレオチド配列が、互いにハイブリダイズして、前記第
一および第二の生成物前駆体を反応性に近接させ、完全エピトープ、酵素基質、酵素活性
化物質、およびリガンドよりなる群から選択される反応生成物を生成させる第二のレポー
ター成分と；
　（ｅ）複数の検出可能な部分を生成させることができる増幅成分と検出成分とを含んで
なる検出システムと；
　（ｆ）生物学的標的の検出用キットを使用するための取扱説明書と、
を含んでなるキット。
【請求項３３】
　直接にまたはペプチドリンカーを介して、またはオリゴヌクレオチドリンカーを介して
、前記第一の結合性部分が、前記第一のオリゴヌクレオチドのジップコード配列に共有結
合しており；
　直接にまたはペプチドリンカーを介して、またはオリゴヌクレオチドリンカーを介して
、前記第一のレポーターオリゴヌクレオチドが、前記第一のオリゴヌクレオチドのアンチ
ジップコード配列に共有結合している請求項３１または３２に記載のキット。
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